
Z176-010 会場: 展示ホール 7別室 時間: 5月 19日 11:24-11:36

航空レーザ測量データを用いた開析前線の抽出と評価

Extraction and evaluation of dissection fronts on hillslopes using airborne laser scanner
data
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斜面崩壊や土石流には，比較的安定していた上流部の開析斜面が，豪雨レベルの上昇に応じて拡大発達を始めたこと
に起因するものが多く含まれる．実際，崩壊・地すべりなどの地形変化は，上流部の小起伏面)と急斜面との境界，すな
わち開析前線近傍で発生する可能性が高い．しかし開析前線は小規模な地形であり，植生に覆われている場合が多い．こ
のため，過去に一般的に用いられてきた地形データでは，開析前線を詳細かつ広範囲に解析するための解像度と広域性
が不足していた．したがって，開析前線の分布や形態の特徴を解明し，それが斜面発達に及ぼす役割を考察することは
難しかった．本研究では，航空レーザ測量から作成した詳細地形データを用いて開析前線を自動抽出し，その発達過程
を評価することを目的とした．
研究対象地域である長野県岡谷地区は，2006年 7月に停滞前線による豪雨が生じ，多数の土石流及び崩壊が発生し，

現在も開析前線の拡大が進行している．本研究では，この地域で取得した航空レーザ測量データから，傾斜・曲率・傾斜
の標準偏差などを求め，その数値解析に基づいて凸型傾斜変換点を自動抽出した．その結果と周囲の斜面の地形を比較
した結果，凸型傾斜変換点は開析前線の一部に相当することが示された．また，傾斜変換点の分布と崩壊分布を比較す
ると，凸型傾斜変換点は崩壊に比べて谷線に近く尾根線から遠い位置に分布している場合が多いことが確認された．こ
れらは凸型傾斜変換点が尾根側に湾入している場所では水が集中しやすいために崩壊が生じやすく，このために変換点
が尾根側へ徐々に拡大していることを示している．したがって，尾根線・谷線からの距離によって，開析前線の発達を
評価することができる．


